
北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課             令和２年（2020年）７月14日 

 

 

 

 

 

 

 

このニュースレターは、「文化財に親しむ機会の提供に関する事業」の一つとして、身近な文化財情報をはじめ、 

文化財を活用した事業などの紹介を行っています。 

ぜひ学校教育や生涯学習の場で広くご活用ください。 
 

 

 

44号（令和元年７月22日発行）では、「北海道・北東
きたとう

 

北
ほく

の縄文
じょうもん

遺跡群
いせきぐん

」として世界遺産を目指している、千歳市 

「キウス周堤
しゅうてい

墓群
ぼぐん

」、伊達市「北黄金
きたこがね

貝塚」、洞爺湖町「入 

江
え

貝塚
かいづか

」「高砂
たかさご

貝塚」、函館市「大船
おおふね

遺跡」「垣ノ島遺跡」、 

関連
かんれん

資産
しさん

の森町「鷲
わし

ノ
の

木
き

遺跡」を紹介
しょうかい

しました。 

今回は、縄文文化の特徴
とくちょう

の一つ、漆製品
せいひん

を紹介します。 

 ウルシノキの樹液
じゅえき

を加工して塗
ぬ

った漆製品は非常
ひじょう

に丈夫
じょうぶ

 

で、土の中で数千年も残
のこ

ることがあります。 

今知られている世界最古の漆製品は、函館市垣ノ島Ｂ遺跡 

で見つかった、ヘアバンドや肩
かた

当てのような編
あ

み物で、 

約9,000年前に作られたものです。 

ウルシノキの樹液からゴミを取り除
のぞ

いたり、赤い色をつけるといった漆製品を製作する

ために必要
ひつよう

な技術
ぎじゅつ

は完成
かんせい

しており、さらに古いものが見つかる可能性
かのうせい

が高いと考えられて

います。 

 

 

ウルシノキは天然
てんねん

では発芽
はつが

が難
むずか

しく、また、縄文時代 

の漆の採取
さいしゅ

方法では一度採取するとウルシノキが枯
か

れて 

しまうため、人が木を育
そだ

てないとウルシノキがなくなっ 

てしまいます。夏に樹液を集めた後、すぐに加工して使 

わないと固
かた

まってしまうため、ムラのそばに植
う

える必要 

があります。 

 網走市のウルシノキが北限
ほくげん

のウルシノキとして有名で 

すが、現在の北海道ではほとんど生えていません。 

 しかし、道内各地、特に小樽市や恵庭市で多くの漆製 

品が出土していることから、小樽市から苫小牧市にかけ 

ては、縄文時代にそれなりの数が生育
せいいく

していたと考えら 

れます。 

世界最古
さ い こ

 垣ノ島
か き の し ま

Ｂ遺跡
い せ き

の漆
うるし

 

 
ぶんかざいまるちなび 

文 化 財○知 ナ ビ 
№49 

垣ノ島Ｂ遺跡出土漆製品（復元
ふくげん

） 

北海道の漆 

ウルシノキと漆搔
か

き 

【函館市所蔵】 

【写真提供：岩手県一戸町教育委員会】 



 

 

 縄文時代には、漆は接着剤
せっちゃくざい

や、土器やアクセサリーに塗るために使われています。 

 色は、赤と黒が多く、赤色はオレンジ色から濃
こ

い赤色まで幅
はば

があります。少しずつ

色を変えた漆を塗り重ねることで鮮
あざ

やかな色に仕上げる技術や、加熱
かねつ

した土器に塗る

ことで土器から剥
は

がれにくくする焼付
やきつけ

塗装
とそう

といった、現代の塗装に通
つう

じる技術が使わ

れています。 

 また、漆は、空気に触
ふ

れるとガラスのように堅
かた

くなりますが、ヘアバンドやアクセ

サリーにするために、柔
やわ

らかい状態
じょうたい

を保
たも

つ、今では失われた技術も使われています。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日時》令和２年８月１日（土）▶４日（火） 

    10:00～19:00 入場無料 

    （初日は11時から、最終日は17時まで） 

《会場》札幌駅前地下歩行空間（大通駅側） 

《内容》 

北海道、岩手県、秋田県の縄文遺跡で見つかった 

土偶
どぐう

や漆塗のアクセサリーのレプリカや写真、世界 

遺産についてのポスターの展示
てんじ

 

 

○お問合わせ 

      北海道環境生活部縄文世界遺産推進室 

      ℡ 011-204-5168 

 

文化財ニュースレター 文化財まる知ナビ №４9 

発行 令和２年 7月 14日 編集・連絡先 北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課 

〔お問い合わせはこちらへ〕電話 011-231-4111（内線）35-620 メール kyoiku.bunka2@pref.hokkaido.lg.jp 

北海道の漆製品 

函館市垣ノ島遺跡出土赤漆塗土器 恵庭市カリンバ３遺跡出土赤漆塗櫛
くし

（復元） 

「縄文夏まつり」に行ってみよう！ 

【函館市所蔵】 【恵庭市郷土資料館所蔵】 


